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博士学位論文審査報告書 
Summary of Doctoral Thesis and Report of Examination 
研究科長 殿 
下記のとおり、審査結果を報告します。 
To the Dean: 
We report the result of Examination for the Doctoral Thesis below.  
学籍番号 Student I.D. No.:        4005S031-2        
学生氏名 Name:  矢澤利弘     
和文題名 Title in Japanese: 映画祭のマネジメントの研究              
英文題名 Title in English:              Study of Film Festival Management         
記 
1. 口述試験参加教員  Faculty Members Involved in Oral Examination 
①審査委員会主査  Chief Referee of the Screening Committee 
氏名 Name:  花堂靖仁           印 
所属 Affiliated Institution:   早稲田大学商学研究科     
資格 Status:  教授       
博士学位名・取得大学名: Ph.D. Title Earned･Name of Institution 
          
②副査（審査委員 1）Deputy Advisor (Member of Screening Committee 1)  
氏名 Name:  松田修一           印 
所属 Affiliated Institution:  早稲田大学商学研究科          
資格 Status:  教授       
博士学位名・取得大学名: Ph.D. Title Earned･Name of Institution 
   商学博士 早稲田大学     
③審査委員 2  Member of Screening Committee 2 
氏名 Name:  西山茂                    印 
所属 Affiliated Institution:  早稲田大学商学研究科         
資格 Status:  教授       
博士学位名・取得大学名: Ph.D. Title Earned･Name of Institution 
   博士（学術） 早稲田大学     
④審査委員 3  Member of Screening Committee 3 
氏名 Name:  飯田裕康            印 
所属 Affiliated Institution:  映画専門大学院大学映画プロデュース研究科   
資格 Status:  教授・慶応義塾大学名誉教授    
博士学位名・取得大学名: Ph.D. Title Earned･Name of Institution 
   経済学博士 慶応義塾大学     
⑤審査委員 4［該当者のみ］Member of Screening Committee 4 [if any] 
氏名 Name:              印 
所属 Affiliated Institution:         
資格 Status:         
博士学位名・取得大学名: Ph.D. Title Earned･Name of Institution 
          
2. 開催日時 Date / Time: (Y)2011 /(M) 11   /(D) 07   (Time) 14:00 ～ 16:00 
 [時限 / Period] 1st: 9:00-10:30, 2nd: 10:40-12:10, 3rd: 13:00-14:30, 4th: 14:45-16:15, 5th: 16:30-18:00, 6th: 18:15-19:45, 7th: 20:00-21:30 
3. 会場 Venue: 11 号館 1251 室   
4. 合否判定 Result:      合/Passed・否/Failed（該当する方に○ Circle as appropriate） 
5. 添付資料 Attached document(s) 
 枚 pages（和文４，０００字程度、もしくは英文１,５００語程度。ただし、論文題目のみは、和文・英文を併記すること） 
(Approximately 4,000 characters in Japanese, or 1,500 words in English. The Doctoral Thesis title, however, must be 













4 月に日本経済新聞社に入社したが、1993 年に退社し、公認会計士への道を歩む。1996 年から監査法
人に入り会計監査に従事した後に、ブルームバーグ・エル・ピーにおけるインベスター・リレーションズ支





















このような問題意識にもとづき、本論文の目的を次の 3 点においている。第 1 は、日本における
映画祭の状況を明らかにすることである。映画祭に関する先行研究は少なく、その状況が知られていな
いことから、まず歴史的な経緯を踏まえて、映画祭の現状を確認することが第 1 の目的である。第 2 は、
限られた資源のなかで非営利活動として行われている日本の映画祭の特徴と問題点を事例分析によっ
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本章は、 第１節 映画祭の定義、 第２節 映画祭の分類、 第３節 映画祭の歴史、 第４節 映画祭













































本章は、 第１節 映画祭のステークホルダー、 第２節 サービスマーケティングの 3 つのタイプ、第３節 





第 10 章【映画祭の内部ビジネス】  





第 11 章【映画祭の革新と学習】 







第 12 章【映画祭の財務】 
本章は、第１節 企業の社会貢献活動と助成金、 第２節 スポンサーシップ、 第３節 映画祭の収支




第 13 章【映画祭の経営モデル】  




     
 















2. 本論文は、  BSC のフレームワークを用いて、映画祭の主催者への面接調査を繰り返すことにより、
映画祭運営者からの視点による映画祭のマネジメントの実態、を BSC と関連付けながら明らかにした。
































2011 年 12 月 26 日 
早稲田大学大学院アジア人平洋研究科 
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